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受益者のみなさまへ

毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申
し上げます。
当ファンドは、日系企業が発行する日本

円、米ドルおよびユーロ建ての社債（劣後債
を含みます。）に投資することにより、安定
した収益の確保と信託財産の着実な成長をめ
ざしております。当作成期につきましてもそ
れに沿った運用を行ないました。ここに、運
用状況をご報告申し上げます。
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、

お願い申し上げます。

◇TUZ0348520260622◇

運用報告書（全体版）
第 3期

（決算日　2026年 6 月22日）
（作成対象期間　2025年 6 月21日～2026年 6 月22日）

★当ファンドの仕組みは次の通りです。
商品分類 単位型投信／内外／債券
信託期間 2023年 5 月26日～2028年 6 月20日

運用方針 安定した収益の確保と信託財産の着実な成長
をめざして運用を行ないます。

主要投資
対 象

日系企業が発行する円建ておよび外貨建ての
社債

株 式
組入制限 純資産総額の10％以下

分配方針

分配対象額は、元本超過額または経費控除後
の配当等収益のうちいずれか多い額とし、原
則として、信託財産の成長に資することを目
的に、配当等収益の中から基準価額の水準等
を勘案して分配金額を決定します。ただし、
配当等収益が少額の場合には、分配を行なわ
ないことがあります。

日本企業社債ファンド2023-05
（愛称：和ごころ2023-05）
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 設定以来の運用実績

決　　算　　期
基 準 価 額

受益者
利回り

公 社 債
組入比率

債券先物
比　　率

元　本
残存率（分配落） 税　込

分配金
期　中
騰落額

期　中
騰落率

円 円 円 ％ ％ ％ ％ ％ 
設　定（2023年 5 月26日） 10, 000 ― ― ― ― ― ― 100. 0 
1 期末（2024年 6 月20日） 10, 094 0 94 0. 9 0. 9 97. 5 △ 21. 9 97. 6 
2 期末（2025年 6 月20日） 10, 173 0 79 0. 8 0. 8 98. 3 △ 14. 1 87. 0 
3 期末（2026年 6 月22日） 10, 378 0 205 2. 0 1. 2 99. 3 △ 9. 3 73. 6 

（注 1）基準価額の騰落額および騰落率は分配金込み。
（注 2）公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）を除きます。
（注 3）債券先物比率は買建比率－売建比率です。
（注 4）当ファンドは、ファンドの運用方針に対して適切な比較指数がないため、ベンチマークおよび参考指数を記載しておりません。
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■基準価額・騰落率
期　首：10, 173円
期　末：10, 378円（分配金 0円）
騰落率：2. 0％（分配金込み）
■基準価額の主な変動要因

日系企業が発行する日本円、米ドルおよびユーロ建ての社債（劣後債を含みます。以下同じ。）
に投資した結果、社債金利の低下（債券価格は上昇）や保有債券からの利息収入などがプラス要因
となり、基準価額は上昇しました。くわしくは「投資環境について」をご参照ください。

基準価額等の推移について 

運用経過

＊ 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを
示すものです。
＊ 分配金を再投資するかどうかについては、お客さまがご利用のコースにより異なります（分配金を自動的に再投資するコースがないファンドも
あります）。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。したがって、お客さまの損益の状況を示すものではありません。
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（注）分配金再投資基準価額は、当作成期首の基準価額をもとに指数化したものです。
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 年　　月　　日
基　　準　　価　　額

公社債組入比率 債券先物比率
騰　落　率

円 ％ ％ ％ 
（期首）2025年 6 月20日 10, 173 ― 98. 3 △ 14. 1

6 月末 10, 181 0. 1 98. 9 △ 14. 2
7 月末 10, 215 0. 4 99. 3 △ 14. 7
8 月末 10, 220 0. 5 98. 8 △ 13. 9
9 月末 10, 233 0. 6 99. 4 △ 12. 9
10月末 10, 264 0. 9 100. 2 △ 13. 4
11月末 10, 278 1. 0 99. 6 △ 13. 8
12月末 10, 289 1. 1 98. 5 △ 13. 9

2026年 1 月末 10, 301 1. 3 97. 6 △ 13. 8
2 月末 10, 316 1. 4 98. 4 △ 10. 6
3 月末 10, 293 1. 2 99. 5 △ 10. 9
4 月末 10, 328 1. 5 98. 8 △ 11. 0
5 月末 10, 362 1. 9 98. 7 △ 9. 0

（期末）2026年 6 月22日 10, 378 2. 0 99. 3 △ 9. 3
（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。
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■国内債券市況
日系企業の円建社債金利は低下（債券価格は上昇）しました。
国内債券市場では、当作成期首より、金利はおおむね横ばいで推移しました。その後、米国との
貿易交渉の進展や財政悪化懸念の高まり、日銀の利上げなどを背景に、2026年 1 月にかけて金利は
上昇（債券価格は下落）基調となりました。 2月に行われた衆議院選挙後には、過度な財政悪化懸
念が後退したことから金利は低下しましたが、 3月以降当作成期末にかけては、中東情勢の緊迫化
に伴う原油価格の上昇を受けて物価上昇懸念が高まり、金利は上昇しました。
国債金利は上昇したものの、社債に対する旺盛な需要を背景にスプレッド（国債に対する上乗せ
金利）は縮小し、社債金利は低下しました。
■海外債券市況
日系企業の外貨建社債金利は低下しました。
海外債券市場では、当作成期首より2025年10月中旬にかけて、米国で雇用統計の結果などから労
働市場の悪化懸念が強まり、利下げ期待が高まったことなどから、金利は低下しました。しかしそ
の後は、ＦＲＢ（米国連邦準備制度理事会）議長が次回利下げについて慎重な姿勢を明確に示した
ことなどから、米国を中心に金利は上昇しました。12月は、ＦＲＢが利下げを決定し、さらに2026
年の追加利下げを示唆したことなどから、短期年限の金利は低下した一方で、米国経済の底堅さを
示す指標などを受け、中期から超長期年限の金利は上昇しました。2026年 2 月は、消費者物価指数
が市場予想を下回ったことなどから年央以降の利下げ観測が高まったことや、「ＡＩ（人工知能）
脅威論」により将来的な景気不安が意識されたことなどから、金利は低下しました。 3月から当作
成期末にかけては、中東情勢が緊迫化して原油価格が急騰したことでインフレ懸念が強まり、金利
は上昇しました。
国債金利は上昇したものの、社債に対する旺盛な需要を背景にスプレッドは縮小し、日系企業の
外貨建社債金利は低下しました。

投資環境について （2025. 6. 21 ～ 2026. 6. 22）
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前作成期末における「今後の運用方針」

日系企業が発行する日本円、米ドルおよびユーロ建ての社債の中から、相対的に利回りの高い劣後
債を中心に投資を行いました。外貨建ての社債については、為替変動リスクおよび為替ヘッジコスト
の変動リスクの低減をめざして、為替先渡取引や債券先物取引の売建てを行いました。

ポートフォリオについて （2025. 6. 21 ～ 2026. 6. 22）

当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークおよび参考指数を設けておりません。

ベンチマークとの差異について

当作成期は、信託財産の成長に資することを目的に、収益分配を見送らせていただきました。
なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。

■収益分配金の計算過程
計算期間末における純資産額の元本超過額が221, 659, 728円であり、経費控除後の配当等収益

84, 908, 406円を超過しているため、純資産額の元本超過額221, 659, 728円（ 1万口当たり378. 46
円）が分配対象額となりますが、上記の理由により、分配を行っておりません。

分配金について

日系企業が発行する日本円、米ドルおよびユーロ建ての社債に投資することにより、安定した収益
の確保と信託財産の着実な成長をめざして運用を行います。組入れた債券については、各債券の満期
日または繰上償還日まで保有することを基本とします。
また、外貨建資産については、為替変動リスクを低減するため、為替ヘッジを行います。
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今後の運用方針

日系企業が発行する日本円、米ドルおよびユーロ建ての社債に投資することにより、安定した収益
の確保と信託財産の着実な成長をめざして運用を行います。組入れた債券については、各債券の満期
日または繰上償還日まで保有することを基本とします。
また、外貨建資産については、為替変動リスクを低減するため、為替ヘッジを行います。
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1万口当りの費用の明細

項　　　目
当　期

（2025. 6. 21～2026. 6. 22） 項　　目　　の　　概　　要
金　額 比　率

信 託 報 酬 71円 0. 691％
信託報酬＝当作成期中の平均基準価額×信託報酬率
　　　　　当作成期中の平均基準価額は10, 277円です。

（投 信 会 社） （28） （0. 276）
投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託会社への運用指図、基準価
額の計算、法定書面等の作成等の対価

（販 売 会 社） （40） （0. 387）
販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの
管理、購入後の情報提供等の対価

（受 託 会 社） （3） （0. 028） 受託会社分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料 0 0. 001
売買委託手数料＝当作成期中の売買委託手数料／当作成期中の平均受益
権口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

（先物・オプション） （0） （0. 001）

有価証券取引税 ― ―
有価証券取引税＝当作成期中の有価証券取引税／当作成期中の平均受益
権口数
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

そ の 他 費 用 1 0. 010 その他費用＝当作成期中のその他費用／当作成期中の平均受益権口数

（保 管 費 用） （0） （0. 002）
保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および
資金の送金・資産の移転等に要する費用

（監 査 費 用） （1） （0. 008） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

（そ の 他） （0） （0. 000） 信託事務の処理等に関するその他の費用

合　　　　 計 72 0. 703

（注 1）当作成期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便法によ
り算出した結果です。

（注 2）各金額は項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
（注 3）各比率は 1万口当りのそれぞれの費用金額を当作成期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、小数点第 3位未満を四捨五

入してあります。
（注 4）組み入れているマザーファンドがある場合、売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当該マザーファンドが支払っ

た金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）がある場合、
各項目の費用は、当該投資信託証券が支払った費用を含みません。なお、当該投資信託証券の直近の計算期末時点における「 1万
口当りの費用の明細」が取得できるものについては「組入上位ファンドの概要」に表示することとしております。
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参考情報
■総経費率

当作成期中の運用・管理にかかった費用の総額を、期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（ 1口当り）
を乗じた数で除した総経費率（年率）は0. 70％です。

（注 1） 1万口当りの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注 2）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注 3）各比率は、年率換算した値です。

総経費率
0. 70％

運用管理費用
（投信会社）
0. 27％

運用管理費用
（受託会社）
0. 03％

運用管理費用
（販売会社）
0. 38％

その他費用
0. 01％
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 ■利害関係人との取引状況等
当作成期中における利害関係人との取引はありません。

■主要な売買銘柄
公　 社 　債

（2025年 6 月21日から2026年 6 月22日まで）
当　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期

買　　　　　　　　　　　付 売　　　　　　　　　　　付
銘　　　　　　柄 金 額 銘　　　　　　柄 金 額

千円 千円
1 パナソニツク 劣後 FR - fl oating - 2081/10/14 298, 801 
JT INTERNATIONAL FINANCIAL SERVICES BV（オランダ） - fl oating - 2081/4/7 252, 114 
ASAHI MUTUAL LIFE INSURANCE CO（日本） - fl oating - 2079/12/31 158, 523 
16 楽天グループ 0. 6％ 2026/12/2 99, 560 
1 関西電力劣後 FR - fl oating - 2082/3/20 99, 253 
NISSAN MOTOR ACCEPTANCE COMPANY LL（アメリカ） 2. 75％ 2028/3/9 56, 273 

（注 1）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注 2）単位未満は切捨て。

 ■組入資産明細表
 （1）国内（邦貨建）公社債（種類別）

作　　成　　期 当　　　　　　　　　　　　　期　　　　　　　　　　　　　末

区　　　分 額　面　金　額 評　価　額 組入比率
うちＢＢ格
以 下 組 入
比 率

残 存 期 間 別 組 入 比 率
5年以上 2年以上 2年未満

千円 千円 ％ ％ ％ ％ ％
普通社債券 5, 200, 000 5, 152, 120 84. 8 ― 65. 3 ― 19. 5 

（注 1）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。
（注 2）額面金額、評価額の単位未満は切捨て。
（注 3）評価額および格付情報については金融商品取引業者、価格情報会社等よりデータを入手しています。

■売買および取引の状況
（1）公　 社　 債

（2025年 6 月21日から2026年 6 月22日まで）
買　付　額 売　付　額

千円 千円

国内 社債券
― 497, 614 

（ ―） 

外　

国

千アメリカ・ドル 千アメリカ・ドル 

アメリカ 社債券 ― 1, 409 
（ ―） 

ユーロ
（オランダ）

千ユーロ 千ユーロ 

社債券 ― 1, 398 
（ 600） 

（注 1）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注 2）（　）内は償還による減少分で、上段の数字には含まれておりません。
（注 3）社債券には新株予約権付社債券（転換社債券）は含まれておりません。
（注 4）単位未満は切捨て。

 （2）先物取引の種類別取引状況
（2025年 6 月21日から2026年 6 月22日まで）

種　類　別 買　　　建 売　　　建
新規買付額 決 済 額 新規売付額 決 済 額

外
国

百万円 百万円 百万円 百万円
債券先物取引 ― ― 3, 107 3, 616 

（注 1）金額は受渡し代金。
（注 2）単位未満は切捨て。
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 （3）外国（外貨建）公社債（通貨別）
作　成　期 当 期 末

区 分 額 面 金 額
評 価 額

組入比率
うちＢＢ格
以下組入
比 率

残存期間別組入比率
外 貨 建 金 額 邦貨換算金額 5年以上 2年以上 2年未満

千アメリカ・ドル 千アメリカ・ドル 千円 ％ ％ ％ ％ ％
アメリカ 5, 600 5, 479 885, 464 14. 6 9. 1 5. 5 ― 9. 1 
（注 1）邦貨換算金額は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに資産運用業協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したものです。
（注 2）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。
（注 3）額面金額、評価額の単位未満は切捨て。
（注 4）評価額および格付情報については金融商品取引業者、価格情報会社等よりデータを入手しています。

 （2）国内（邦貨建）公社債（銘柄別）
当　　　　　　　　　　　　　　　期　　　　　　　　　　　　　　　末

区　　　分 銘　　　　　柄 年 利 率 額 面 金 額 評 価 額 償還年月日
％ 千円 千円

普通社債券 16 楽天グループ 0. 6000 400, 000 397, 155 2026/12/02 
5 GMOインターネツト 1. 1100 100, 000 98, 939 2027/06/24 
35 SBI ホールデイングス 1. 1500 400, 000 392, 948 2028/06/06 
8 GMOインターネツトG 1. 4800 300, 000 293, 548 2028/06/15 
1 日本生命劣ローン 1. 0500 100, 000 98, 079 2048/04/27 
1 大日本住友劣 FR 1. 3900 300, 000 286, 612 2050/09/09 
1 東北電力劣後 FR 1. 5450 400, 000 398, 126 2057/09/14 
3 森ビル 劣後 FR 1. 3600 100, 000 98, 935 2057/10/11 
5 ヒユーリツク劣後 FR 1. 4350 300, 000 296, 981 2057/10/19 
1芙蓉総合リース劣 FR 1. 8490 500, 000 497, 445 2057/12/14 
1 JERA 劣後 FR 2. 1440 500, 000 500, 428 2057/12/25 
6 ソフトバンクG劣後 FR 4. 7500 400, 000 405, 340 2058/04/26 
1 JFEHD 劣後 FR 0. 6800 100, 000 98, 652 2081/06/10 
1 パナソニツク 劣後 FR 0. 7400 100, 000 99, 704 2081/10/14 
1 関西電力劣後 FR 0. 8960 200, 000 198, 720 2082/03/20 
4 サントリーHD劣後 FR 1. 1740 300, 000 295, 405 2083/03/22 
11三井住友 FG劣 FR 1. 8790 200, 000 198, 607 永久債   
3A 富国生命劣後 FR 1. 0200 100, 000 99, 557 永久債   
7 マスミユーチユアル劣 FR 1. 6400 400, 000 396, 931 永久債   

合　　　計 
銘 柄 数 19銘柄 
金　　 額 5, 200, 000 5, 152, 120 

（注）単位未満は切捨て。
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 （4）外国（外貨建）公社債（銘柄別）
当 期 末

区 分 銘 柄 種　類 年利率 額 面 金 額 評 価 額 償還年月日外 貨 建 金 額 邦貨換算金額
％ 千アメリカ・ドル 千アメリカ・ドル 千円

アメリカ ASAHI MUTUAL LIFE INSURANCE CO 社債券 6. 9000 2, 000 2, 051 331, 512 2079/12/31 
NISSAN MOTOR ACCEPTANCE COMPANY LL 社債券 2. 7500 3, 600 3, 427 553, 951 2028/03/09 

合　　計
銘柄数 2銘柄 
金　額 5, 600 5, 479 885, 464 

（注 1）邦貨換算金額は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに資産運用業協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したものです。
（注 2）額面金額、評価額の単位未満は切捨て。

 ■資産、負債、元本および基準価額の状況
2026年 6 月22日現在

項　　　　　目 当　　期　　末
（Ａ）資産 7, 028, 824, 656円

コール・ローン等 38, 029, 000
公社債（評価額） 6, 037, 584, 676
未収入金 902, 312, 423
未収利息 30, 875, 126
差入委託証拠金 20, 023, 431

（Ｂ）負債 951, 461, 667
未払金 917, 355, 467
未払解約金 13, 062, 355
未払信託報酬 20, 777, 759
その他未払費用 266, 086

（Ｃ）純資産総額 6, 078, 534, 917
元本 5, 856, 875, 189
次期繰越損益金 221, 659, 728

（Ｄ）受益権総口数 5, 856, 875, 189口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 10, 378円

＊当期末の計算口数当りの純資産額は10, 378円です。
（注） 純資産総額は、（A）資産－（B）負債に先物取引等評価損益（1, 171, 928円）を

加算したものです。

 ■投資信託財産の構成
2026年 6 月22日現在

項　　　　　目 当　　　期　　　末
評　価　額 比　　 率

千円 ％
公社債 6, 037, 584 98. 5
コール・ローン等、その他 90, 108 1. 5
投資信託財産総額 6, 127, 692 100. 0
（注 1）評価額の単位未満は切捨て。
（注 2） 外貨建資産は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに資産

運用業協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したもの
です。なお、 6月22日における邦貨換算レートは、 1アメリカ・ドル＝
161. 60円、 1ユーロ＝185. 18円です。

（注 3） 当期末における外貨建純資産（920, 511千円）の投資信託財産総額
（6, 127, 692千円）に対する比率は、15. 0％です。

 （5）先物取引の銘柄別期末残高（評価額）

銘　柄　別 当　　　　　期　　　　　末
買　　建　　額 売　　建　　額

外 

国

百万円 百万円 
US 2YR NOTE （CBT）
（アメリカ） ― 565 

（注 1） 外貨建の評価額は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに
資産運用業協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算した
ものです。

（注 2）単位未満は切捨て。

＊ 同じ銘柄名が複数表示される場合、同一銘柄名であっても市場や通貨等が異なる
場合があります。また、銘柄名称が長い場合、名称の一部が表記されない場合が
あります。
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 ■損益の状況
当期  自 2025年 6 月21日  至 2026年 6 月22日

項　　　　　目 当　　　　期
（Ａ）配当等収益 139, 595, 828円

受取利息 137, 805, 622
その他収益金 1, 790, 206

（Ｂ）有価証券売買損益 761, 182
売買益 186, 081, 445
売買損 △ 185, 320, 263

（Ｃ）先物取引等損益 5, 304, 139
取引益 9, 442, 387
取引損 △ 4, 138, 248

（Ｄ）有価証券評価差損益 27, 547, 837
（Ｅ）先物取引等評価差損益 1, 488, 852
（Ｆ）信託報酬等 △ 46, 299, 016
（Ｇ）当期損益金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ＋Ｅ＋Ｆ） 128, 398, 822
（Ｈ）前期繰越損益金 120, 007, 810
（Ｉ）解約差損益金 △ 26, 746, 904
（Ｊ）合計（Ｇ＋Ｈ＋Ｉ） 221, 659, 728

次期繰越損益金（Ｊ） 221, 659, 728
（注 1）有価証券評価差損益は、有価証券の期末の評価損益と期首との差額です。
（注 2）先物取引等評価差損益は、先物取引の期末の評価損益と期首との差額です。
（注 3） 信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しておりま

す。
（注 4） 解約差損益金とは、一部解約時の解約価額と元本との差額をいい、元本を

下回る場合は利益として、上回る場合は損失として処理されます。
（注 5）収益分配金の計算過程は 5ページをご参照ください。
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